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2019年7月からスタートさせていただき、はや7年目を迎える就労支援の取組み。
FC岐阜のホームゲームには平均4,500名を超えるお客様が来られ、安心安全なホームゲーム運営、非日常を感じていただける楽しい催しなど、
様々な仕事がスタジアムにはあります。また、その仕事のほとんどが「人と触れ合う」ことが求められ、コミュニケーションなしでは成り立た
ない業務ばかりとなっています。
　ぎふ就労支援センター様とは、障がいや病気のある方に就労体験を通じて、将来の自立支援に繋がるような取り組みができればとお話をさせ
ていただく中で、このような取組を実施することとなりました。今は主に「夢パス」という、小学生・未就学児が観戦できるパスポートの発行
ブースをお願いしています。スタジアムで生まれる子どもたちの笑顔は、業務をおこなってくださるスタッフさんによって成り立っており、大
変感謝しております。屋外業務ですので、当日の天気や夏の猛暑、冬の寒さなど厳しい環境ではありますが、いつも気持ちの良いご対応をいた
だいており、私たちも頭が下がる思いです。私たちとしても、この企画を通して1人でも多くの方が就労へと繋がる、また将来の自立支援の一助
となれることを願っています。ＦＣ岐阜を支えるファミリーとして、これからもどうぞよろしくお願い致します。

連携先の企業等の意見または評価

営業グループリーダー
東武　良 様

株式会社岐阜フットボールクラブ（ＦＣ岐阜）とＦＣ岐阜スポンサー企
業、ぎふ就労支援センターの連携にて、ぎふ就労支援センターがＦＣ岐
阜のホームゲーム運営業務（岐阜メモリアルセンター⾧良川競技場にて
実施）の委託を受け、小学生・未就学児の方がＦＣ岐阜ホームゲームを
無料で観戦することができる『夢パス』を発行する夢パスブースでの各
種業務を担当しました。令和７年度における実施回数は20回、毎回約5
名ほどの利用者さんが参加されました。

ぎふ就労支援センターで働く障がいのあるスタッフに、ＦＣ岐阜のホー
ムゲーム運営業務をおこなっていただくことで、社会との関わりを通し
て自立支援へとつながることを目的とした活動です。

ＦＣ岐阜では、２０１９年９月７日に行われた栃木SC戦から実施され
ており、就労支援であると同時に、障がいのあるスタッフの方々からア
ドバイスをいただくことで、障がいのある方がより安心して来場いただ
けるスタジアム運営を実現していきます。

ぎふ就労支援センターでの日頃の業務はWEBサイト制作など、パソコ
ン作業がメインで他者とのコミュニケーションをとる機会が少なくなっ
ております。この活動により、ＦＣ岐阜サポーターの方々、お子様や保
護者の皆様と触れ合うことで、生き生きとした笑顔や行動につながり、
この経験が障がいや病気のある方の将来の自立支援に繋がっています。
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